
  ３　発意調査

　平成 28 年度は、熊本市オンブズマン条例第 7 条第 2 項に基づき、発意調査を
2 件行いました。（「Ｖ　発意調査の事例」参照）

  ４　勧告又は意見表明

　平成 28 年度は、熊本市オンブズマン条例第 7 条第 1 項第 2 号に基づく勧告又
は意見表明に至った事例はありませんでした。

  ５　巡回オンブズマン

　市民の皆さんとの面談を通じ苦情申立てを受け付ける巡回オンブズマンについ
て、次のとおり実施しました。

  ６　現地調査

　内容によっては、状況を把握するため、オンブズマンが直接現地に赴き調査を
行います。平成 28 年度は 8 案件実施しました。

  ７　フォローアップ調査（調査結果を受けた市の改善等の状況の追跡調査）

　平成 28 年度にオンブズマンが調査結果を通知したもののうち、苦情申立ての
趣旨に沿い改善に至っていないもの 10 件について改善等の状況の追跡調査を行
いました。加えて、過年度に改善等の状況の追跡調査を行ったものの改善に至っ
ていないものについても再度追跡調査を行いました。
　その結果、市から改善済や改善に向けて検討中である旨等の回答を得ました。

  ８　その他の活動

⑴　相談、要望の受付状況

　平成 28 年度は、オンブズマンの調査結果等に関する相談、要望や市政等に関
する相談、要望を 521 件受け付けました。（表 7 参照）

開催日 開催場所
第 1 回 平成 28 年 4 月 19 日（木） 東区役所
第 2 回 平成 28 年 9 月 23 日（金） 西区役所
第 3 回 平成 28 年 11 月 25 日（金） 北区役所
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分　　野 件数 構成比

総務・防災 17 3.3

被災者支援 48 9.2

税金・財政 21 4.0

住所・戸籍 4 0.8

まちづくり 15 2.9

福祉・子ども 74 14.2

健康・生活衛生 3 0.6

ごみ・環境 20 3.8

経済 15 2.9

文化・スポーツ 2 0.4

道路・河川 60 11.5

住宅・公園 36 6.9

都市計画・開発 21 4.0

消防 2 0.4

交通 14 2.7

上下水道 10 1.9

病院 3 0.6

教育 22 4.2

その他 134 25.7

合　　計 521 100.0

  表７　市民等からの相談、要望の行政組織別受付状況

（単位：件・％）
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⑶　広報

　①　市政だよりでの広報
　　�　平成 28 年度 7 月号、11 月号、3 月

号に制度案内記事を、平成 28 年度 4
月号から 11 月号まで巡回オンブズマ
ン開催記事をそれぞれ掲載しました。
特に 11 月号は、制度開始から 5 周年
にあたるため、特集記事としました。

　②　ラジオでの広報
　　�　市政広報番組で制度についての広報

を行いました。

　③　ポスター、パンフレットの設置
　　�　オンブズマン事務局をはじめ、各区役所、まちづくりセンター等の市の施

設に制度利用案内のポスターや、苦情申立書を挟み込んだパンフレットを設
置しています。

熊本市オンブズマン制度
　熊本市オンブズマン制度は、オンブズマンが、市政に関する苦情を公
平かつ中立的な立場で、簡易迅速に処理することにより、市民の皆さんの
権利と利益の保護を図り、市政に対する市民の理解と信頼を高めること
を目的とした制度です。
　平成23年11月に制度がはじまって以来、平成28年3月までに受け付
けた苦情申立件数は、343件にのぼりました。
　その内容や苦情処理の状況については下のグラフをご覧ください。

　熊本市オンブズマン制度が始まって
丸5年が経ちました。その間、分野を問
わず市民の皆様によくご利用いただき、
申立件数が全国でトップクラスになり
ました。また、オンブズマンの判断を受
け、職員の対応や業務運営の改善がで
きた事例は多数に上っています。
　今後も、中立公正な立場で、市民の皆
様の権利や利益の保護を図り、市政に対する信頼を高められるよう努力し
てまいりますので、皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

～ 制度開始から丸5年。
　 　　多くの皆さんに利用されています。 ～

未婚の母親世帯の保育料の見直し
　わたしは未婚の母で、保育園に通う子どもがいます。未婚の
ひとり親世帯は所得税の「寡婦控除」が認められていないので、
所得税を基に決められる保育料が寡婦世帯に比べて高くなっ
ています。未婚の母子世帯も、寡婦世帯と同じシングルマザー
なので、同じように保育料を軽減できませんか。

　母子世帯の生活実態や保育料減免の必要性を見た場合、結婚歴のない
非婚の母子世帯を税法上区別して扱うことよりも、子どもが育つ環境を
支援する視点で考える方が重要です。保育料の減免は自治体で決めるこ
とができます。税法上の「寡婦控除」の改正を待つのではなく、非婚の母子
世帯についても保育料の軽減を早急に検討すべきだと思います。

　税法上、寡婦（夫）控除を受けられないひとり親世帯については、申立てが
あった翌年の4月1日から、新たな減免制度を適用することとしました。

改善状況

苦情の対象
　調査の対象となる苦情は、熊本市の仕事と、その仕事に関わる職員
の行為で、自らの利害に関わり、その事実のあった日から原則として
1年以内の苦情です。詳しくは、事務局へ。

苦情申立ての方法は？
　書面（苦情申立書）をオンブズマン事務局へ提出してください。持参
のほか、郵送、ファクス、市ホームページのフォームメールで
〒860-8601オンブズマン事務局へ。

苦情申立ての趣旨
に沿ったもの
（一部趣旨沿い含む）

31.2％　107件

市の業務に不備が
なかったもの

40.2％　138件
調査対象とならなかったもの
（管轄外のもの）

5.2％　18件

調査対象とならなかったもの
（利害なしなど）

13.1％　45件

調査を中止したもの

1.8％　6件

取り下げられたもの

8.5％　29件

分野別グラフ（総件数343件）

苦情処理の状況（総件数343件）

オンブズマンの判断

成年後見に関する市長申立て
　わたしが理事長を務める介護老人保健施設にA氏が入所さ
れたが、その年金を管理していたA氏の子が費用を支払わない
状況が続いたため滞納金が増加していた。ついては、A氏の金
銭管理を任せられる人を選んでもらうため、市に成年後見審判
申立てを行うようお願いし、幾度も催促したにもかかわらず、
結局申立てまで2年以上を要した。A氏は判断能力がなく緊急
を要する状況なのに、なぜこれだけ時間がかかったのか。

　A氏の置かれた厳しい状況からすると、申立てまでに2年以上要した
ことは著しい事務の遅延であり、不適切と言わざるを得ません。今後、
迅速・適正な処理が行われることを強く望みます。

　恒常的に事務処理が遅延していた状況でした。今後は、申立てまでの期
間を大幅に短縮するため、担当人員を拡充したうえで、新たに設定した行
程ごとの基準処理期間に従い、徹底した進捗管理を行うことにしました。

改善状況

オンブズマンの判断

Case

2
改善事例

Case

1
改善事例

次のような苦情が寄せられたことがきっかけで、
市政に改善がみられました。

（財政課　☎096-328-2085）

一般会計の収支状況

3,084
億円

歳入総額 自主財源
41.1%
（1,266億円）

自主財源
41.1%
（1,266億円）依存財源

58.9%
（1,818億円）

依存財源
58.9%

（1,818億円）

市税
32.1％

（990億円）

使用料・手数料
2.9％（88億円）

市債
14.0％（432億円）

譲与税等
7.1％（220億円）

地方交付税
10.9％（337億円）

国県支出金
26.9％（829億円）

その他
6.1％（188億円）

3,034
億円

歳出総額 義務的経費
56.2％
（1,705億円）

義務的経費
56.2％
（1,705億円）

投資的経費
15.9％

（483億円）

投資的経費
15.9％

（483億円）

その他経費
27.9％

（846億円）

その他経費
27.9％

（846億円）

人件費
16.4％

（497億円）

扶助費
29.6％

（898億円）

公債費
10.2％（310億円）

普通建設事業・
災害復旧費
15.9％（483億円）

物件費
10.6％（322億円）

その他
2.2％（68億円）

補助費等
6.3％（189億円）

繰出金
8.8％（267億円）

3,034
億円

歳出総額

土木費
13.9％（422億円）

民生費
41.3％

（1,254億円）

民生費
41.3％

（1,254億円）

災害復旧費
0.1％（4億円）

諸支出金
0.4％（11億円）

商工費
1.8％（54億円）

農林水産業費
1.9％（58億円）

議会費
0.4％（12億円）

公債費
10.2％（311億円）

総務費
9.7％（294億円）

教育費
8.7％（263億円）

衛生費
8.5％（257億円）

消防費
3.1％（94億円）

平成27年度 　本市の平成27年度決算が確定しました。決算とは1
年間のあいだにいくら収入（歳入）して、いくら支出（歳
出）したかの実績をまとめたものです。
　ここでは、主に市の一般的な事業に関する会計であ
る「一般会計」の決算状況について紹介します。

　平成27年度一般会計の決算収支の状況は、歳入総額3,084億円に対し、歳出総額3,034億円となり、いずれも昨年度を上回
り、過去最高額となりました。
　また、歳入、歳出の差引額50億円から翌年度へ繰越すべき財源12億円を除いた実質的な収支は38億円の黒字となりました。

平成27年度に取り組んだ主な事業
第7次総合計画の策定
　計画策定のための審議会や意見
交換の場としてのワークショップの
開催などを行いました。

しごと・ひと・まち創生
総合戦略の策定
　戦略策定のための委員会
の開催や、人口ビジョン策定
のための調査を行いました。

子育て支援の充実
　待機児童の解消にむけた保育所の
整備費助成や、児童育成クラブの開始
時間の繰上げなどに取組みました。

農業わくわく化事業
　各区の特性を活かした農業振興事
業に対して助成を行いました。

商品券発行支援事業
　「熊本市共通プレミアム付商品
券」や商店街が発行するプレミアム
付商品券と「ふるさと名産商品券」
の発行を支援しました。

　本市主催として5年ぶりの花火
大会を開催しました。

江津湖花火大会の開催

「ラグビーワールドカップ2019」
「2019女子ハンドボール
世界選手権大会」の開催準備
　熊本県や関係団体と協力して、大会の広報
や視察などを行いました。

平成さくら支援学校の整備
　平成29年度の開校にむけて、校舎や体育
館の建設を開始しました。

歳
入

歳
出

総額：3,083億8,271万円

総額：3,033億6,537万円

翌年度に繰り越すべき財源
11億8,574万円

実質収支
38億3,160万円

歳入－歳出
50億1,734万円

歳出
（目的別）

歳出
（性質別）

歳入

一体的
取組み

少子化の克服と
次世代育成

移住・定住の促進と
交流の活発化

地域の特性に応じた
社会環境の創出

熊本市の決算状況
このように取り組みました！

代表オンブズマン
松永　榮治

オンブズマン
原村　憲司

平成28年熊本地震関連105事業731億7,837万円など
一般・特別会計補正予算776億7,444万円の増額を可決

被災者支援および生活再建関連経費
被災者への経済的支援関連経費
・住家が全壊または半壊された世帯に対する災害見舞金の支給経費
・今回の地震により亡くなられた方々のご遺族に対する弔慰金などの経費

住まいの支援関連経費
・被災住宅の応急修理に要する経費や、民間賃貸住宅の借上げ経費
・液状化やがけ崩れなどの被害状況を把握するための調査経費

震災廃棄物対策経費
・災害廃棄物の収集運搬や処分経費
・被災家屋の解体や撤去に要する経費

農水産業復旧支援経費
・農業用倉庫などの復旧、農業や水産業の共同利用施設の復旧に対する助成経費
・被災したノリ乾燥機の点検・整備に関する助成経費

公共施設等復旧経費
公共施設復旧経費
・小・中学校の校舎および体育館などの復旧に要する経費や、環境工場や埋立処
分場などの廃棄物処理施設の復旧に要する関連経費
・市営住宅や総合体育館、市民会館などの文化施設、動植物園やくまもと森都心プ
ラザなど、被害を受けた多くの公共施設の復旧に要する経費
・熊本城の崩壊した石垣の撤去や建築物の応急対策、天守閣の本格復旧に向けた
調査設計経費

平成28年 第3回定例市議会から

　平成28年第3回定例市議会は、8月29日に召集され、補正予算案・条例議案・人事案件などを審議、
可決し、9月27日閉会しました。ここでは、平成28年熊本地震関連の主な補正予算をご紹介します。

人事案件

（敬称略）

監査委員
教育委員会委員
人権擁護委員

髙島 剛一
西山 忠男・小屋松 徹彦
前田 香代子・浅野 弘尚・北村 響介・今坂 智惠子

（オンブズマン事務局　☎096-328-2916　ファクス096-324-4003）

0 10 20 30 40 50 60 70 80（件）
その他

住所・戸籍
消防

病院
経済

文化・スポーツ
交通

総務・防災
ごみ・環境

教育
都市計画・開発
健康・生活衛生
まちづくり
上下水道
住宅・公園
税金・財政
道路・河川
福祉・子ども 77件　22.5％

58件　16.9％
23件　6.7％　　　　　　　　　　　　　　

20件　5.8％　　　　　　　　　　　　　　　
18件　5.2％　　　　　　　　　　　　　　　　

14件　4.1％　　　　　　　　　　　　　　　　　
11件　3.2％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
11件　3.2％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

8件　2.3％　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
7件　2.0％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
7件　2.0％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

5件　1.5％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
4件　1.2％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3件　0.9％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3件　0.9％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　2件　0.6％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　1件　0.3％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　71件　20.7％
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⑵　第 18 回全国行政苦情救済・オンブズマン制度連絡会

　平成 28 年 11 月に東京で開催された全国行政苦情救済・オンブズマン制度連絡
会に、原村　憲司オンブズマンが参加し、国や他自治体の行政苦情救済機関との
意見・情報交換を行いました。
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⑷　ホームページの活用

　�　熊本市ホームページ上にオンブズマン制度のホームページを開設し、制度に
ついての情報発信や、インターネットを利用した苦情申立てができるようにし
ています。

【制度案内パンフレット】 【掲示用ポスター】

【苦情申立書】
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